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１　産地基幹施設等支援タイプ

メニュー
①

メニュー
②

事業費

（円）

交付金 都道府県費 市町村費 その他

登別市

有限会社
ビィクト
リーポー

ク

 
畜産生産
基盤育成

強化
 

（肉豚）

170

▼肉豚
▼産指数増頭
▼１腹産子数を
１腹あたり0.25
頭以上増頭

１腹産子数
12.6頭/1腹

(H28年）

- -

１腹産子数
13.5頭/１

腹
（+0.9頭）
(R2年）

１腹産子数
13.5頭/１

腹
（+0.9頭）
(R3年）

１腹産子数
15.8頭/１

腹
（+3.2頭）
(R4年）

１腹産子数
15.5頭/１腹
（+2.9）
(R４年）

110%

母豚の遺
伝子改良
の更新が
進み、産
歴構成が
安定化し
たこと
で、１腹
産子数が
3.2頭増頭
した。

 
畜産生産
基盤育成

強化
 

（肉豚）

171

▼肉豚
▼増体重増加
▼１日増体重Ｄ
Ｇを0.25％以上
増加

１日増体重
1,071ｇ/日

（H28年）

- -

１日増体重
1,065ｇ/日

（▲
0.65%）
（R2年）

１日増体重
1,018ｇ/日
（▲4.9%）
（R3年）

１日増体重
1,137ｇ/日
（+6.2%）
（R4年）

１日増体重
1,086ｇ/日
｛+1.40%）
（R4年）

440%

１日増
体重Ｄ
Ｇが
6.2％増
加し
た。

家畜飼養管理施設（豚舎）及び付帯
施設
・繁殖豚舎１棟　1,741.55㎡
・分娩舎　１棟　1,199.77㎡
・離乳豚舎１棟　2,310.76㎡
・肥育豚舎 4棟　9,189.70㎡
・隔離豚舎 １棟　99.95㎡
・管理棟　１棟　139.62㎡
・給水施設　　一式
・付帯設備　　一式
畜産周辺環境影響低減施設
・尿処理浄化槽一式
  5,569.80㎡
・堆肥発酵処理施設一式
　３基
・脱臭施設一式

2,421,478,800 1,038,423,000 1,383,055,800 令和2年1月28日

母豚の繁殖成績が安定化したことに
より、１腹産子数が目標を達成する
ことができ、また、目標のDGについ
ても従業員の技術向上と5年目になり
事故率もやや下降傾向が見られるな
ど、離乳以降の飼育環境の改善に取
り組み効果などで目標としているDG
を超えることができた。
 
 
 

１腹あたり産子数、１日あたり増体
重ＤＧについても目標を大きく上
回って達成した。
施設の利用率及び収支率についても
100%を超えており順調に運営されて
いると評価するが、収入、支出、収
支率が目標値に届かなかったため、
施設の経営向上に向けた取組が実施
されるよう関係機関と連携・指導を
行っていく。
 
 
 

月形町 月形町
土地利用
型作物
（稲)

1

▼稲
▼契約栽培増加
▼契約取引割合
を10ポイント以
上増加

契約取引割
合

23.9％
(893t/3,715

t)
（H30年）

-

契約取引割
合

58.8％
(2,977t/5,0

66t)
（R3年）

契約取引割
合

71.8％
(2,954t/4,

113t)
（R4年）

契約取引割
合

68.5％
(3,304t/4,

824t)
（R4年）

107%
契約取引割合
が47.9ポイン
ト増加した。

107.4%

契約取引
割合が
47.9ポイ
ント増加
した。

土地利用
型作物
（稲)

7

▼稲
▼環境保全型農
業者増加
▼環境保全型農
業に取り組む農
業者の割合を１
ポイント以上増
加

取組割合
38.5％

(40人/104
人)

（H30年）

－

取組割合
97.0％

(96人/99人)
（R3年）

取組割合
97.8％

(93人/95
人)

（R4年）

－ －

取組割合
90.0％

(90人/100
人)

（R4年）

115.1%

環境保
全型農
業に取
り組む
農業者
の割合
が59.3
ポイン
ト増加

穀類乾燥調製貯蔵施設
・調製施設
　　籾摺機　5.0ｔ/ｈ×４基
　　色選機　240ch×２基
・搬送設備
・集塵設備
・電気設備
 
 

361,350,000 119,685,000 241,665,000 令和3年3月31日

成果目標①契約栽培の取組、取扱量
の割合　目標68.5％に対し実績
71.8％と達成率107.4％
成果目標②環境保全型農業に取り組
む農業者の割合　目標90.0％に対し
実績97.8％と達成率115.1％
以上の通り成果目標を達成した。

近年は、コロナ禍によりコメの需要
が緩んでいたが、地域が一体的とな
り環境保全型農業（エコファー
マー）に取組み付加価値を高めたこ
とで、契約どおりの契約販売率とな
り、目標達成となった。

月形町 月形町

野菜

（南瓜・
ミニトマ

ト）

130

▼南瓜
▼契約割合増加
▼南瓜の契約取
引割合を５ﾎﾟｲﾝﾄ
以上増加

契約取引割
合

54.1％
(105,850㎏
/195,810㎏)
（H30年）

－

契約取引割
合

62.6％
(159,120㎏
/254,160㎏)
（R3年）

契約取引割
合96.2％

(437,210㎏
/454,060

㎏)
（R4年）

－ －

契約取引割合
80.6％

(375,000㎏
/465,300㎏)
（R4年）

158.9%

契約取引
割合が
42.1ポイ
ント増加
した。

野菜

（南瓜・
ミニトマ

ト）

136

▼ミニトマト
▼単位面積当た
り販売額増加
▼ミニトマトの
単位面積（10a）
当たりの販売額
を３％以上増加

10ａ販売額
2,248,193円
（H30年）

－

10ａ販売額
2,345,094円
(199,333,05

4円
/8.507ha)
（R3年）

10ａ販売額
2,630,962

円
(174,353,8

43円
/6.627ha)
（R4年）

－ －

10ａ販売額
2,596,635円
(240,837,85

8円
/9.275ha)
（R4年）

109.9%

ミニト
マトの
単位面
積当た
りの販
売額が
382,769
円増加
した。

集出荷貯蔵施設　一式
・建物１棟（予冷庫１棟含
む）　2338.4㎡
・ミニトマト選別機　1式
　6ｔ/日
・南瓜選別機　1式
　20ｔ/日
 

629,585,000 269,891,000 359,694,000 令和3年3月31日

成果目標①南瓜の契約栽培割合　目
標80.6％に対し実績96.2％と達成率
158.9％と成果目標を達成した。
しかし出荷数量では目標465ｔに対し
実績454ｔと97.6％と出荷量が若干目
標に到達しなかった。
出荷量増の為に次年度以降において
も生産者労働力の削減を図り、更な
る作付け誘導が必要。
　
成果目標②ミニトマトの10ａ当たり
販売額　目標2,596,635円に対し実績
2,630,962円と達成率109.9％と成果
目標を達成した。
しかし出荷数量では目標343ｔに対し
実績230ｔと67.1％と目標に到達しな
かった。
出荷量が到達しなかった原因として
は、面積で作付け誘導により農業者4
名、面積0.9ｈａが増加したが、大口
の生産者が死亡・高齢化による計画
外の離農によって面積が2.6ha減少し
た事が要因である。
今後も生産者労働力の削減を図り、
更なる作付け誘導を図っていく。

南瓜については、地域が積極的な取
引先の新規開拓に取り組んだことに
より、令和４年度からは横浜丸中青
果㈱及び東京荏原青果㈱との新たな
契約取引に結び付き、成果目標であ
る契約取引割合80.6％を大きく超え
る96.2%での達成となった。
ミニトマトについても、パック販売
等による有利販売を行ったことで、
販売額が増加し、成果目標の達成と
なった。
南瓜の出荷販売数量は木上の４６５
ｔを概ね達成しているものの、ミニ
トマトの作付面積が目標の9.275haを
大きく下回っているため、今後、
フォローアップ報告を求め、経過を
把握するとともに、適切なサポート
を実施していく。

富良野
市

富良野地
方卸売市
場株式会

社

環境保全
型農業

（にんじ
ん　たま
ねぎ）

151

▼【環境保全型
農業】
▼（受益農家の
堆肥等施用面積
割合の拡大）
▼受益者の堆肥
施用面積割合を
40.0％向上

堆肥施用面
積割合
7.6％

（884.5a
/11,675.2a)
（R元年）

堆肥施用面
積割合
7.6％

（884.5a
/11,585.1a)
（R2年）

堆肥施用面
積割合
8.9％

（1,032.0a
/11,586.1a)
（R3年）

堆肥施用面
積割合
51.0％

（5,564.5a
/10,911.1a

)
（R4年）

－ －

堆肥施用面積
割合

47.6％
（5,561.5a
/11,675.2a)
（R4年）

108.4%

堆肥生産
936ｔ÷
10,911.1a
=51%

43.4ポイ
ント増加
した。

環境保全
型農業

（にんじ
ん　たま
ねぎ）

154

▼地域有機資源
を活用した肥料
の生産量向上
（100％向上）

肥料の生産
量
0t

（R元年）

肥料の生産
量
0t

（R２年）

肥料の生産
量

295t
（R3年）

肥料の生産
量

936t
（R4年）

－ －

肥料の生産
量

948t
（R4年）

98.7%

令和5年
３月時
点にお
いて
98.7％

936tの
製造と
なっ
た。

有機物処理・利用施設
地域資源肥料化処理施設
・堆肥製造施設　１棟
　年間製造量：948t

72,292,000 30,160,000 42,132,000 令和3年1月28日

令和５年３月時点においての堆肥製
造出来高は936ｔ。食物残渣（人参・
玉葱）を効率よく堆肥化できている
ので、今後、948ｔの目標値を達成す
る見込みである。

効果的な堆肥製造が行われており、
R4実績で、目標値の98.7％の数量を
生産しているため、概ね達成とす
る。

幌加内
町

きたそら
ち農業協
同組合

畑作物・
地域特産
物(その
他）

（そば）

99

▼【その他】
▼（契約取引生
産量割合の増）
▼契約生産数量
割合の15％増加

契約生産数
量割合85.0%
(35,916俵
/42,254俵)
(R元年）

契約生産数
量割合
93.8％

(49,987俵
/53,192俵)
(R2年）

契約生産数
量割合
88.3%

(38,685俵
/43,821俵)
(R3年）

契約生産数
量割合
86.4%

(44,007俵
/50,921俵)
(R4年）

－ －

契約生産数量
割合

100.0%
(56,111俵
/56,111俵)
(R4年）

9.5%

契約生産
数量割合
が計画時
から1.4％
増加し
た。

畑作物・
地域特産
物(その
他）

（そば）

108

▼【その他】
▼（新品種転換
作付面積割合の
増）
▼新品種「キタ
ミツキ」への品
種転換割合25％
以上

品種転換割
合

0.2%
(6ha/3,469h

a)
（R元年）

品種転換割
合

1.6%
(54ha/3,442

ha)
（R2年）

品種転換割
合

1.8%
(61ha/3,346

ha)
（R3年）

品種転換割
合

3.5%
(113ha/3,2

04ha)
（R4年）

－ －

品種転換割
合

25.6%
(920ha/3,60

0ha)
（R4年）

13.2%

品種転
換割合
が計画
時から
3.3％増
加し
た。

産地管理施設
・色彩選別機
　（ベルト幅1200mm×１台）

95,403,000 41,300,000 47,701,000 6,402,000 令和3年3月25日

令和２年度からの新型コロナウイル
スの影響によりそばの需要の低迷に
よる販売単価が低調な状況が続いた
ため、低単価での複数契約の拡大に
ついては控えざるを得ない状況だっ
たが、本年５月に新型コロナウイル
スが２類から５類感染症に移行した
ことにより、今後経済活動が徐々に
活発化しており、そばの価格も安定
することが推測されるため、契約取
引拡大について次年度産以降での契
約取引拡大を推進する。
キタミツキへの作付転換について
は、種子の増殖計画に変更があった
ため、当面の間、必要種子量の確保
が不可能となり、達成が遅延してい
る状況。
今後、必要種子量が確保出来次第、
品種の切替えを進める。

事業実施主体の責によらない事由に
より目標未達の状況となっている
が、経済活動の回復により販売単価
の回復が期待できることから、全量
契約栽培に向けた取引拡大につい
て、今後とも指導していく。また、
新品種への作付切替えについても、
同様にやむを得ない事情であること
から、必要種子量の確保でき次第、
切替えを行うよう関係機関に対し指
導していく。

網走市
農事組合
法人　網
走農場

畑作物・
地域特産
物（いも

類）

(馬鈴
しょ)

51

▼【いも類】
▼（10ａ当たり
労働時間の減）
▼馬鈴しょの10
ａ当たり労働時
間を2.6％以上削
減（目標：
5.78％削減）

労働時間
10.18h/10a

（H30)

労働時間
9.77h/10a

（R2)

労働時間
8.67h/10a

（R3)

労働時間
8.46h/10a

（R4)
－ －

労働時間
9.59h/10a

（R4)
291.5%

馬鈴しょ
の10a当た
り労働時
間が
16.9％削
減した。

畑作物・
地域特産
物（いも

類）

(馬鈴
しょ)

55

▼【いも類】
▼（病害虫抵抗
性を有する品種
の作付面積割合
の増）
▼病害虫抵抗性
を有する品種の
作付け割合を5ポ
イント以上増加
（目標：25.4ポ
イント増加）

抵抗性品種
の作付割合

73.5％
（74.87ha
/101.83ha)

(H30)

抵抗性品種
の作付割合

97.9％
（104.78ha
/107.06ha)

(R2)

抵抗性品種
の作付割合
100.0％

（102.74h
/102.74ha)

(R3)

抵抗性品種
の作付割合
100.0％

（94.28ha
/94.28ha)

(R4)

－ －

抵抗性品種
の作付割合

98.9％
（110.2ha
/111.4ha)

(R4)

104.3%

病害虫
抵抗性
を有す
る品種
の作付
割合が
26.5ポ
イント
増加し
た。

集出荷貯蔵施設
種子馬鈴薯貯蔵施設
・貯蔵施設　鉄骨造、278㎡
・送風施設　一式
・暖房施設　一式

94,050,000 33,401,000 60,649,000 令和2年12月3日

成果目標である労働時間の削減及び
抵抗性品種の作付け割合について目
標は達成できたが、シストセンチュ
ウほ場の発生により種子馬鈴薯の作
付けが制限されてしまい、ほ場の確
保に支障をきたしている。今後は、
これ以上の発生ほ場を防止し、地域
の種子馬鈴薯確保に努めたい。

成果目標である労働時間の削減及び
抵抗性品種の作付け割合について目
標は達成できているが、シストセン
チュウの発生により、種馬鈴しょの
作付面積が減少していることに伴
い、馬鈴しょ全体の作付面積が減少
し、目標値を下回っていることか
ら、引き続き、フォローアップ調査
により作付状況の把握を行うほか、
関係機関と連携し、シストの発生を
未然に防止し、安定的な生産に資す
る種馬鈴しょのほ場の確保ができる
よう、営農技術対策の通知などによ
り生産技術向上に役立つ情報提供を
行うなどのサポートをしていく。

士幌町
士幌町農
業協同組

合

土地利用
型作物

（豆類）

(大豆)

32

▼【豆類】
▼（作付面積の
増）
▼大豆の作付面
積を40.5％増加

作付面積
645.56ha
（H25-R元

年）

作付面積
794.32ha
（R3年）

作付面積
852.01ha
（R4年）

－ － －
作付面積
906.85ha
（R4年）

79.0%

大豆の作
付面積は
計画時よ
り
206.45ha
（32%）増
加した。

土地利用
型作物

（豆類）

(大豆)

35

▼【豆類】
▼（新品種作付
面積割合の増）
▼ユキシズカの
作付面積を14.7%
増加

作付面積
7.4%

（R元年）

作付面積
13.3%

（R3年）

作付面積
6.2%

（R4年）
－ － －

作付面積
22.1%

（R4年）
-8.2%

ユキシ
ズカの
作付面
積が1.2
ポイン
ト減少
した。

乾燥調整施設
・荷受施設
（大夾雑物除去機2基、既存荷
受計量機撤去等）
・出荷施設
（出荷タンク1基等）
・集塵施設
（大夾雑物除去機用2基等）
・付帯施設
（搬送設備、電気設備等）

53,240,000 24,200,000 29,040,000 令和4年3月30日

コロナ禍の影響もあり、納豆需要の
減少に伴い需給バランスが崩れ、価
格が低迷したことから関連組織と相
談のうえ、令和4年産からは安定的な
需要がある大粒系品種への作付けシ
フトを検討、「ユキシズカ」から大
粒系新品種「ユキホマレR」（産地品
種銘柄名：とよまさり）へ緊急的に
切り替えを実施したことにより、作
付面積は減少し成果目標を達成でき
なかった。
ユキシズカは今後の需要動向に大き
く左右されることから、安定的な需
要が見込まれる「ユキホマレR」へ一
定程度の品種切り替えを進めること
で需給バランスを保ちながら、ユキ
シズカの作付け増加を図る。

目標未達が外部要因によるものであ
るとの分析が行われており、当該要
因は解消されたことから、計画に
沿った取組の継続による目標達成を
期待する。

５年後 ４年後 ５年後４年後 目標値
達成率

（対象作
物・畜種
等名）②

計画時 １年後 ２年後

成果目標の具体
的な内容②

成果目
標の具
体的な
実績②

負担区分（円）

完了年月日 事業実施主体の評価

（対象作
物・畜種
等名）①

計画時 １年後 ２年後 ３年後
目標値 達成率

（工種、施設区分、構造、規
格、能力等）

備考

事業実施後の状況②

３年後

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

（都道府県名：北海道　目標年度：令和4年度）

市町村
名

事業実施
主体名

類
別

成果目標の具体
的な内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

類
別

都道府県の評価



２　北海道胆振東部地震及び平成３０年台風被災施設整備等対策

メニュー
①

メニュー
②

事業費

（円）

交付金 都道府県費 市町村費 その他

安平町
株式会社
北海道畜
産公社

北海道胆
振東部地
震及び平
成３０年
台風被災
施設整備
等対策

（産地食
肉セン
ター）

（肉豚）

-

▼肉豚
▼豚肉加工出荷
量
▼現状を上回る
豚肉の加工出荷
量を確保し、生
産量を56.4%増加
させる。

豚肉加工出
荷量

8,136ｔ/年

（H30年）

豚肉加工出
荷量

　　8,136ｔ
/年

( ±0.0)
（H30年）

豚肉加工出
荷量

　　11,158
ｔ/年

(+37.1)
（H元年）

豚肉加工出
荷量

　　12,481
ｔ/年

( +53.4)
（H2年）

豚肉加工出
荷量

12,995ｔ/
年

(+59.7)
（H3年）

豚肉加工出
荷量

14，323ｔ/
年

(+76.0)
（H4年）

豚肉加工出荷
量

12,728ｔ/年
(+56.4)
（H4年）

135   %
生産量が
76.0%増加
した。

－ － － － － － － － － － －

畜産物処理施設
産地食肉センター
・給排水施設整備
　　給排水管移設新設
　　塩ビ製
　　  口径　　200ｍｍ
　　　延長　　77ｍ
・汚水処理施設整備
　　濃縮槽移送管補修
　　塩ビ管交換
　　　口径　　　200ｍｍ
　　　延長　　　14ｍ
・その他施設整備
　　自家発電装置修理
　　シリンダーライナー交換

8,532,000 3,950,000 4,582,000 平成31年3月28日

関係者との連携、生産者の規模拡大
等により、豚の出荷頭数、加工頭数
の目標を２か年連続して達成するこ
とができた。

豚肉加工出荷量及び共同利用施設の
利用率も当初目標を達成しており、
適当と判断する。
引き続き施設が適正に運営されるよ
う指導していく。

（都道府県名：北海道　目標年度：令和4年度）

市町村
名

事業実施
主体名

類
別

成果目標の具体
的な内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

類
別

成果目標の具体
的な内容②

事業実施後の状況②

成果目
標の具
体的な
実績②

負担区分（円）

完了年月日 事業実施主体の評価 都道府県の評価 備考

（工種、施設区分、構造、規
格、能力等）

（対象作
物・畜種
等名）①

計画時 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 目標値
達成率

（対象作
物・畜種
等名）②

計画時 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後
目標値 達成率



３　国産農畜産物供給力強靱化対策

メニュー
①

メニュー
②

事業費

（円）

交付金 都道府県費 市町村費 その他

滝川市
株式会社

北栄
ファーム

野菜
（たまね

ぎ）

共
通

▼むき玉ねぎ供
給量18.5tの増加

むき玉ねぎ
供給量
956.0t

(H29-R1年）

むき玉ねぎ
供給量

1,016.9t
(R2年）

むき玉ねぎ
供給量

1,059.5t
(R3年）

むき玉ねぎ
供給量
976.0t
(R4年）

－ －

むき玉ねぎ供
給量

974.5t
(R4年）

108.2%

むき玉ね
ぎ供給量
が20ｔ増
加した。

野菜
（たまね

ぎ）

129

▼【野菜】
▼（単位収量当
たり労働時間の
減）
▼労働時間
32.8％の縮減

労働時間
1.19ｈ
/100kg

(H29-R1年）

労働時間
1.22ｈ
/100kg
(R2年）

労働時間
0.92ｈ
/100kg
(R3年）

労働時間
0.79ｈ
/100kg
(R4年）

－ －

労働時間
0.80ｈ
/100kg
(R4年）

102.6%

単位収
量当た
りの労
働時間
が0.4h
減少し
た。

・玉ねぎ皮むき機　１台
（処理能力：1,476.5t/年）
・コンプレッサー　２台
・搬送コンベア・水平コンベ
ア
・配管及び換気扇工事
 

22,447,227 10,203,000 12,244,227 令和3年2月20日

むき玉ねぎの出荷量は令和3年と比較
すると出荷先からの受注が伸びず前
年を下回ったものの、最適な人員配
置、作業ラインの効率化を図ること
で作業性が改善され、むき玉ねぎの
出荷量目標を達成することができ
た。また、本事業を活用し当初より
能力の高い機械を導入することで単
位処理量当たりの労働時間を削減す
ることができた。

 むき玉ねぎの供給量及び労働時間の
削減の両方において、計画どおりの
目標達成となった

富良野
市

富良野地
方卸売市
場株式会

社

野菜
（たまね

ぎ）

共
通

▼供給量（剥き
玉ねぎ製品出荷
量）を670t増加

供給量
623t

（H30-R元
年）

供給量
391.5t
（R2）

供給量
843.5t
（R3）

供給量
1,299t
（R4）

－ －
供給量
1,293t
（R4）

100.9%

R4.6～
R5.5
1299ｔの
むき玉葱
を生産

剥き玉ね
ぎの生産
量が676t
増加し
た。

野菜
（たまね

ぎ）

131

▼【野菜】
▼（加工向け出
荷割合の増）
▼剥き玉ねぎ出
荷割合の5.0ポイ
ント増

剥たま出荷
割合
7.9%

(765t/9,736
t)

（H30-R元
年）

剥たま出荷
割合
7.6%

(818t/10,69
5t)

（R2）

剥たま出荷
割合
8.9%

(843t/9,502
t)

(R3)

剥たま出荷
割合
13.1%

(1,299t/9,
923t)
（R4）

－ －

剥たま出荷
割合
12.9%

(1,293t
/10,000t)

（R4)

103.2%

剥き玉
ねぎ出
荷割合
が5.2ポ
イント
増加し
た。

農産物処理加工施設
・剥き玉処理ライン改修
（処理能力：1,677t/年）
・貯蔵施設
（保管能力：1,616t）

321,200,000 138,075,000 183,125,000 令和3年3月26日

天候等の影響もあり品質の劣化が見
られたが、生産者と作付けから収穫
まで密に連絡をとりながら進めてき
た結果、集荷量が増加し目標を達成
できた。

供給量、出荷割合ともに、成果目標
を達成している。

芽室町
ダイヤモ
ンド十勝

(株)

国産原材
料サプラ
イチェー
ン構築

（野菜
（にんじ
ん・たま
ねぎ・
キャベ

ツ・西洋
わさび・

かぼ
ちゃ・ブ
ロッコ

リー・ス
イート
コー

ン））

共
通

▼【国産原材料
サプライチェー
ン構築】
▼（中間業者間
取引数量の増）
▼供給量を
5,475t増加

供給量
1,895t

（H29-R元
年）

供給量
7,810t

（R2年）

供給量
10,402t
（R3年）

供給量
10,241t
（R4年）

－ －
供給量
7,370t

（R4年）
152.4%

目標に対
し、2,871
ｔを上回
り、達成
率152％と
なった。

国産原材
料サプラ
イチェー
ン構築

（野菜
（にんじ
ん・たま
ねぎ・
キャベ

ツ・西洋
わさび・

かぼ
ちゃ・ブ
ロッコ

リー・ス
イート
コー

ン））

157

▼【野菜】
▼（契約取引数
量の増）
▼契約取引数量
を152%増加

契約取引数
量

2,927t
（H29-R元

年）

契約取引数
量

7,810t
（R2年）

契約取引数
量

10,402t
（R3年）

契約取引数
量

10,241t
（R4年）

－ －

契約取引数
量

7,370t
（R4年）

164.6%

目標に
対し、
2,871ｔ
を上回
り、達
成率
165％と
でき
た。

集出荷貯蔵施設（中古施設）
の取得・改修
・集出荷施設（にんじん・324
㎡）
・集出荷施設（ブロッコ
リー・998㎡）
・貯蔵施設（たまねぎ・かぼ
ちゃ・西洋わさび1,244㎡）
・貯蔵施設（にんじん・西洋
わさび・キャベツ・スイート
コーン　各1,244㎡）
・洗浄設備（にんじん）
・排水処理槽（にんじん）
・選別機械一式(にんじん・35
ｔ/日）
・氷詰め設備一式(ブロッコ
リー)
・【自己資金】改修工事一式
（エアシャワー、カット加工
機器、風乾設備、空調設備）

343,367,300 142,641,000 200,726,300 令和3年3月31日

供給量と契約取引数量は大幅な達
成。
契約量作付面積は累計で達成。玉
葱、カボチャは未達。認定農業者は
達成。
利用量利用率は、ほぼ達成。収入は
累計では達成も北伏古が未達。収支
率は累計では達成も北伏古が未達。
昨今の栽培状況販売状況が芳しいと
は言えない環境ではあったが、ほぼ
目標を達成することができた。

成果目標は大幅に上回る形で達成さ
れており、今後も事業効果の安定的
な発現を期待する。

幕別町
幕別町農
業協同組

合

土地利用
型作物

（豆類）

共
通

▼供給量を
274,192㎏増加

供給量
1,097,280kg
（H29-30

年）

供給量
1,168,530kg
（R2年）

供給量
1,565,670kg
（R3年）

供給量
1,359,210k

g
（R4年）

－ －
1,371,472kg
（令和4年）

95.5%

供給量が
261,90ｋ
ｇ増加し
た。

土地利用
型作物

（豆類）

32

▼【豆類】
▼（作付面積の
増）　▼作付面
積を51.1%増加

作付面積
283.19ha
（H24-30

年）

作付面積
408.14ha
（R2）

作付面積
509.38ha
（R3）

作付面積
508.82a
（R4）

－ －
作付面積
428.01ha
（R4）

155.8%

作付面
積が約
79.7％
増加し
た

乾燥調製施設
出荷施設
・自動計量包装機(120袋/時)
一式　2台
・パレタイザー(1200回/時)一
式　2台

79,750,000 36,250,000 18,125,000 25,375,000 令和3年1月29日

天候の影響などで単収の増加とはな
らなかったが、作付面積が大幅に増
加したため、製品実績目標はおおむ
ね達成できた。

作付面積の拡大は目標を達成してお
り、供給量の増加は目標未達となっ
たことから、安定的な収量の確保に
向けた肥培管理の徹底により今後の
目標達成は可能と判断される。

訓子府
町

きたみら
い農業協
同組合

野菜
（たまね

ぎ）

共
通

▼【野菜】
▼（契約取引数
量の増）
▼玉ねぎの契約
取引供給量を
1,868ｔ増加

契約取引数
量

5,686t
（H28～30平

均）

契約取引数
量

5,070t
（R2年）

契約取引数
量

5,480t
（R3年）

契約取引数
量

6,845t
（R4年）

－ －
契約取引数量

7,554t
（R4年）

62.5%

目標
7,554tに
対し
6,854tと
なり達成
率62.5%で
未達成と
なった。

野菜
（たまね

ぎ）

130

▼【野菜】
▼（契約取引割
合の増）
▼玉ねぎの契約
取引割合を5.9ﾎﾟ
ｲﾝﾄ増加

契約取引割
合

19.8％
（H30年）

契約取引割
合

22.8％
(R2年）

契約取引割
合

30.8％
(R3年）

契約取引割
合

28.1％
（R4年）

－ －

契約取引割
合

25.70％
（R4年）

140.7%

契約取
引割合
が8.3ポ
イント
増加し
た。

農産物処理加工施設
・玉ねぎ加工処理機械　１台
（処理能力：3,874ｔ/年）
・冷蔵施設（保管能力：12
ｔ）
・玉ねぎ加工処理施設改修

217,107,000 94,150,000 122,957,000 令和3年7月9日

施設を導入したことで、加工処理作
業効率が向上し、原料の保管状況が
良くなったことで、実需者ニーズに
対応できることで契約取引割合は計
画時と比較して増加した。しかし、
R4年産においては、一部地域（訓子
府）で、雹害により約500haほど廃耕
したことが影響し、供給量を6,854ｔ
しか確保できず、達成率62.5％と
なった。ただし、廃耕した面積分の
契約取引概算供給量の821ｔを加味す
れば、7,675ｔとなるため目標は達成
していた見込まれる。なお、契約取
引割合については、契約供給量が計
画時と比較して増加したことで、取
引割合が8.3ポイント増加し、目標達
成した。
気象災害のない年であれば、目標値
は達成できる見込みであるため、目
標達成に向け実需者との供給量の維
持・拡大を図っていきたい。

成果目標のうち「玉ねぎの契約取引
供給量を1,868t増加」については、
未達成となったが、供給量の減少が
雹害による一過性のものであるこ
と、また、雹害がなければ目標を達
成できる見込みであることを数値と
して示すことができているため、来
年度の達成が見込めるものと判断す
る。
また、施設を導入したことで、加工
処理作業効率が向上し、原料の保管
状況が良くなったことで、より多く
の実需者ニーズに対応できるように
なったことから、契約取引割合につ
いては、契約供給量が計画時と比較
して増加したことで、取引割合が8.3
ポイント増加し、目標達成してい
る。

苫前町

るもい農
業協同組
合（事業
実施時：
苫前町農
業協同組

合）

野菜

（ミニト
マト）

共
通

▼加工業務用ミ
ニトマトの供給
量を80.8ｔ増加

供給量
1.0t

（H29-R元
年）

供給量
0.6t

（R3年）

供給量
8.7t

（R3年）

供給量
82.1t

（R4年）
－ －

供給量
81.8t

（R4年）
100.4%

加工業務
用ミニト
マトの供
給量が
81.1ｔ増
加した。

野菜

（ミニト
マト）

124

▼【野菜】
▼（加工向け出
荷割合の増）
▼加工業務用ミ
ニトマトの出荷
割合を35.4ポイ
ント増加

出荷割合
0.5％

（1.2t/231.
7t)

（R元年）

出荷割合
0.3％

（0.6t/179.
0t)

（R2年）

出荷割合
4.8％

（8.7t/180.
1t)

（R3年）

出荷割合
37.0％

（82.1t/22
1.8t)

（R4年）

－ －

出荷割合
35.9％

（81.8t/227
.7t)

（R4年）

103.1%

加工業
務用ミ
ニトマ
トの出
荷割合
が36.5
ポイン
ト増加
した

集出荷貯蔵施設
　選別・調製施設
　　選別機1台、製函機1台
・施設資材費
　カメラ式外観、形状選別機
（2条）　1台
・セパレーター（２条）　1式
　製函機（TTM-84）　１台
　

63,800,000 29,000,000 14,500,000 20,300,000 令和3年6月10日

機械の導入により撰果作業の効率化
と、実需者との契約により目標年で
ある令和4年度は、加工業務用ミニト
マトの供給量が82.1tとなり目標を達
成することができた。また、ミニト
マトの出荷量に対する加工業務用ミ
ニトマトの割合も、全出荷量221.8t
のうち加工業務用ミニトマトが82.1t
で37.0％となり目標とする35.9％を
達成することができた。次年度以降
に向け、パウダー化した加工用ミニ
トマトでの商品開発など、さらなる
販売推進と安定的な供給体制を構築
していく。

目標年である令和４年に、加工業務
用ミニトマトの供給量及び出荷割合
の目標値を達成できている。

（都道府県名：北海道　目標年度：令和4年度）
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